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紅鉛鉱は、18世紀に口シ 

アのウラル山脈中央部にあ 

るスベルドロフスク鉱山で 

最初に発見された。 

結晶は細く、通常はそれ 

が大きな束になっている。 

こう 

硫酸塩鉱物 
i・~舞竃師ぐ了J鷲投臨こ“~ 

えん こう 

紅鉛鉱日 
色はあざやかな赤色やオレン 

ジ色で、素焼きの陶板にこす 

りつけると黄色やオレンジ色 

の条痕があらわれる。 

鉛とクロムの酸化物である紅鉛鉱。 

クロムとは「色」という意味で、鮮 

やかなオレンジ色をしたこの元素の 

化合物が絵の具の材料となった。 

鉱物名の「クロコ 

アイト」とは、「サ 

フラン色」を意味 

するギリシャ語か 

らつけられた。 
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方鉛鉱のニ次鉱物 

紅鉛鉱は、クロムを含む舟碧軍にある方鉛鉱が 

化学的に分解されてできる二次鉱物だ。若英、黄 

鉄鉱、首鉛鉱などと一緒に見つかることが多い。 

鉛の鉱脈が、クロムを含む母岩に入りこみ、そ 

の鉱物の構成元素である鉛、クロム、酸素がすべ 

てそろった酸化帯でしか結晶がつくられないので、 

きわめてめずらしい鉱物である。 
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▲下部が酸化している、オーストラリア産の紅鉛鉱の結晶。 

主な産地 

ーデグー“い 一ー 

ク 

口シァ ‘ 
ウラル山脈のスベルドフスク 

鉱山で産出した。 

フイリピン， 

ルソン島で産出する。 

タスマニア島で産出さ 

れるものが、もっとも 

美しくて価値があると 

いわれている。 

アメリカ 畦 
アリゾナ州、カ 

リフォルニア州 

で少量ながら産 

出する。 

ブラジル 

ミナスジェライス 

州で質の良い結晶 

が産出する。 

， ス 
ご 

▲優美な細長い結晶の紅鉛鉱こ 

オーストラリアのタスマニア産。 

取り扱いに注意 

かなりやわらかい紅鉛鉱は、アクセサリーとし 

ては使用できないが、コレクション用にファセッ 

トカットやカボションカットにカッティングされ 

ることが多い。しかし、非常にこわれやすいこと 

に加え、強い光に長時間さらされると色が薄くな 

り、美しい光沢が失われるので、コレクションす 

る際は、光を通さない容器に入れて保存するなど、 

取り扱いには注意が必要だ。 

A口シアのスベルドロフスクから産出した、 
．らか 

先端が切られたような紅鉛鉱の集塊c 

、ーJ 


